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2021年３月期第２四半期累計期間業績予想値と実績値との差異 
及び2021年3月期通期業績予想の修正並びに繰延税金資産の取崩しに関するお知らせ 
 
 
 
2020年５月 15日に公表いたしました 2021年３月期第２四半期累計期間業績予想値と実績値との間

に差異が生じたとともに、最近の業績動向を踏まえ、2021年３月期通期業績予想を修正いたしましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

また、2021年３月期第２四半期において、繰延税金資産の取崩しを行いましたので、あわせてお知ら

せいたします。 

 

記 

 

１．2021年３月期 第２四半期累計期間業績予想値と実績値との差異について 

（１）2021年３月期第２四半期累計期間業績予想値と実績値との差異（2020年４月１日～2020年９月30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

3,154 

百万円 

331 

百万円 

382 

百万円 

266 

円 銭 

45.52 

実績値（Ｂ） 2,705 143 200 △327 △52.38 

増減額（Ｂ－Ａ） △448 △188 △181 △594 － 

増減率（％） △14.2 △56.8 △47.6 － － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2020年３月期）第２四半期 
3,370 430 495 337 53.99 

 

（２）差異の理由 

 第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高は新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に

より受注が減少し、その中でも茶エキス、植物エキスが低調に推移したことにより、前回発表予想から

下回る結果となった他、営業活動の自粛により一般管理費等は減少したものの、営業利益、経常利益に

つきましても、前回発表予想から下回る結果となりました。また、下記「３．繰延税金資産の取崩しに

ついて」のとおり、繰延税金資産の取崩しを行い、法人税等調整額を計上したため四半期純損失となり

ました。 

 

 

 



2 
 

２．2021年３月期 通期業績予想値の修正について 

（１）2021年３月期 通期業績予想値の修正（2020年４月１日～2021年３月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

6,560 

百万円 

878 

百万円 

961 

百万円 

663 

円 銭 

106.02 

今回修正予想（Ｂ） 5,700 396 486 △83 △13.36 

増減額（Ｂ－Ａ） △860 △481 △475 △747 － 

増減率（％） △13.1 △54.9 △49.4 － － 

（ご参考）前期実績 

（2020年３月期） 
6,889 979 1,083 1,855 296.57 

 

（２）修正の理由 

 通期業績予想につきましては、第２四半期累計期間の実績及び、新型コロナウイルス感染症の感染拡

大による受注の減少が当初の想定より長期化していることを踏まえ、売上高及び営業利益、経常利益は

前回発表予想を下回る見込みです。また、下記「３．繰延税金資産の取崩しについて」のとおり、2021

年３月期第２四半期において、繰延税金資産の取崩しを行い、法人税等調整額を計上したため、通期業

績予想につきましても当期純損失となる見込みです。 

 

 

３．繰延税金資産の取崩しについて 

 上記の 2021年 3月期通期業績予想の修正及び今後の業績見通し等を勘案し、繰延税金資産の回収可

能性を慎重に判断した結果、2021年３月期第２四半期において繰延税金資産の一部取崩しを行い、法人

税等調整額として 492,557千円（四半期損益計算書上は「法人税等」へ含まれます。）を計上いたしま

す。 

 

   
（注）上記の業績予想は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績は今後様々な要因によって予想と異なる結果となる可能性があります。 
 

 

以  上 




